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■短　報■　

序論
相模湾に生息する貝類については多くの調査研究

があるが、調査された場所は東部の三浦半島周辺、

西部の伊豆半島周辺に集中している 1-5)。対照的に、

相模湾中央北部の水深の浅い海域での調査は少な

く、近年、大和田ほか 6) による平塚沖の貝類相の調

査、佐藤ほか 7) による藤沢市地先のダンベイキサゴ

の調査があるが、未だ十分ではない。また、貝類の

分布域が底質に強く影響されることはよく知られて

いるが、実際に貝類と海底堆積物を同時に採集して

解析した例は少なく、それらの関係が十分に調査さ

れているとは言い難い。

そこで、本研究では相模湾中央部の平塚沖におい

て貝類の分布状況と底質との関係を調べ、その結果

を大和田ほか 6) および佐藤ほか 7) と比較検討し、当

海域における貝類相の現況について考察する。

材料と方法
平塚沖の貝類相の現況を調べるため、漁船をチャ

ーターし、2010 年 8 月 30 日に平塚新港から南西

方向約 100 ～ 1500 m の海域でドレッジを 7 回曳

き、底生生物と海底堆積物を採集した（図 1、表

1）。底生生物の採集に用いたドレッジは間口 50 ×

15 cm、袋部のメッシュサイズ 20 mm の簡易ドレ

ッジ（離合社、5121-B）、海底堆積物の採集に用い

たドレッジは直径 17 cm、長さ 42 cm の小型円筒

形ドレッジ（離合社、5113）である。簡易ドレッ

ジの後部に小型円筒形ドレッジを連結し、底生生物

と海底堆積物を同時に採集した。採集した底生生物

は 100% エタノールで固定し、軟体動物については

奥谷 8,9) と Oyama10) に基づき、種を同定して地理的

分布を調べた。海底堆積物については目視で種類と

粒度を調べた。

結果
貝類
今回の調査では、腹足綱 12 種、堀足綱 2 種、二枚
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貝綱 15 種、頭足綱 1 種の合計 30 種 135 個体の生

貝が採集された（表 2）。表 3 にそれらの地理的分

布域をまとめた。

海底堆積物
st.1 は水深 3 m、底質は細粒砂であった。st.2 は

水深 10 m、底質は細粒砂であった。st.3 は水深 22
～ 23 m、底質は泥を含む細粒砂であった。st.4 は

水深 30 m、底質は細粒砂であった。st.5 は水深 40
～ 43 m、底質は泥を含む細粒砂であった。st.6 は

水深 35 ～ 40 m、底質は極細粒砂であった。st.7 は

水深 23 ～ 33 m、底質は泥を含む極細粒砂であっ

た（表 1）。

討論
今回採集された貝類は、分布域が不明のコゲマキモ

ノシャジクと紀伊半島が北限のハブタエエガイの 2
種を除き、全て暖流系の種であった。これらのうち、

北海道南部が北限の種は 44.8 %、房総半島周辺が北

限の種は 51.7 % であった（表 3）。ハブタエエガイは

大和田ほか 6) の平塚沖同海域の 2007 年の調査でも採

集されたが、性成熟サイズに達した個体が見られな

かったため、無効分散とされた。今回の調査でも性

成熟サイズに達した個体が見られず、無効分散と考

えられる。ハブタエエガイは黒潮によって毎年平塚

沖に運ばれるが、越冬できずに死滅するのであろう。
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図 1．ドレッジを投入した位置と回収した位置．矢印の元がドレッジを投入した位置．矢印の先がドレッジを回収した位
置を示す．

表1．ドレッジを投入した位置と回収した位置の緯度経度，
水深および海底堆積物の種類と粒度
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表 2．本調査で採集された貝類

表 3．採集された貝類の主な分布域

今回の調査では、水深 3 m の細粒砂底からダン

ベイキサゴが排他的に多数採集されたが、2007 年

の調査ではダンベイキサゴは 1 個体も採集されてい

ない 6)。これは、2007 年の調査では、ドレッジを

行った最も浅い場所が水深 6 ～ 8 m であり 6)、ダン

ベイキサゴが生息するとされる水深 5 m 以浅では

調査を行わなかったためと考えられる。佐藤ほか 7) 

による藤沢地先の調査では、ダンベイキサゴは水深

1 ～ 5 m の砂底にダンベイキサゴ・バカガイ帯を

形成して生息する優占種であり、これら 2 種は all-
or-nothing 型の分布を示すと言う。今回の調査で

もバカガイ 0 個体に対し、ダンベイキサゴ 32 個体

と、佐藤ほか 7) の結果と同様であった。今回は水深

3 m の深さをほぼ維持してドレッジしたことを考え

ると、水深の僅かな違いによる微妙な海底環境の違

いがこれら 2 種の分布を分けている可能性がある。

相模湾のダンベイキサゴは昭和 30 年代までは多数

生息していたが、その後激減し、最近になって回復

傾向にある 7)。今回採集されたダンベイキサゴは十

分に性成熟サイズに達しており、平塚沖で繁殖して

いる可能性が高い。平塚沖でもダンベイキサゴは確

実に回復していると考えられる。

水深 10 m 付近の細粒砂底からはヒメカノコアサ

リ、ウズザクラなどが採集されており、この水深で

はこれら 2 種が優占種である。水深 22 ～ 23 m 付

近からはハブタエエガイ、ミタマキガイなどの二枚

貝類が採集された。2007 年の調査では、ほぼ同じ

水深からハブタエエガイ、サザナミガイ、サクラガ

イなどの二枚貝類が採集されている 6)。これらはそ

れぞれ異なる海底環境に生息する。例えば、ハブタ

エエガイは礫に付着し、サザナミガイやサクラガイ

は砂底、ミタマキガイは砂泥底に潜行する。この水

深の底質は細粒砂から極細粒砂であるが、淘汰が悪

く、礫や泥を含む。したがって、狭い範囲に多様な

海底環境があり、そこに様々な二枚貝類が生息する

と見られる。このため、優占種が不明瞭となってい

るのであろう。水深 30 m 以深ではロウソクツノガ

st.1 st.2 st.3 st.4 st.5 st.6 st.7
Calliostoma aculeatum  Sowerby , 1912 1 1
Umbonium giganteum  (Lesson, 1833) 32
Glossaulax didyma  (Röding, 1798) 41111
Reticunassa  cf. multigranosa  (Dunker, 1847) cf. 1
Olivella fulgurata  (Adams & Reeve, 1850) 2
Tomopleura nivea  (Philippi, 1851) 11
Tomopleura  cf. pouloensis  (Jousseaume, 1883) cf. 1
Lophiotoma  (Lophioturris ) leucotropis  (Adams & Reeve, 1850) 12
Paradrillia consimilis  (E.A.Smith, 1879) 1
Pseudoetrema  cf. fortilirata  (E.A.Smith, 1879) cf. 1
Brevimyurella japonica  (E.A.Smith, 1873) 1
Triplostephanus triseriata  (Gray, 1843) 1
Dentalium octangulatum  Donovan, 1804 1
Episiphon subrectum  (Jeffreys, 1883) 011
Jupiteria  (Saccella ) confusa  (Hanley, 1860) 111
Barbarca tenella  (Reeve, 1844) 5
Glycymeris imperialis  Kuroda, 1934 1 3 1 1 14
Mytilus galloprovincialis  Lamarck, 1819 1
Modiolus flavidus  (Dunker, 1857) 1
Musculista perfragilis  (Dunker, 1857) 1
Nitidotellina minuta  (Lischke, 1872) 4
Veremolpa micra  (Pilsbry, 1904) 9
Placamen tiara  (Dillwyn, 1817) 722
Callista chinensis  (Holten, 1803) 22
Solidicorbula erythrodon  (Lamarck, 1818) 1
Lyonsia ventricosa  Gould, 1861 22
Pandorella pseudobilirata  (Nomura & Hatai, 1940) 1
Laternula anatina  (Linnaeus, 1758) 1
Cuspidaria nobilis nobilis  (A.Adams, 1864) 1
Octopus ocellatus  Gray, 1849 1
30 33 17 21 7 2 1 54

学名と和名は奥谷 9) にしたがった．

2 6.7 2 1.5
2 6.7 2 1.5
1 3.3 2 1.5
1 3.3 1 0.7
3 10.0 20 14.8
6 20.0 31 23.0
2 6.7 2 1.5
5 16.7 18 13.3
6 20.0 51 37.8
1 3.3 5 3.7
1 3.3 1 0.7

30 100 135 100

分布域が不明のコゲマキモノシャジクは集計から除外さ
れている．
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イやミタマキガイが優占するが、腹足類の多様性も

高い。底質は極細粒砂であり、深さに比例して泥が

多くなる。貝類は泥の多い場所で比較的多く採集さ

れているが、泥を多く含む場所は散在しており、海

底環境は必ずしも均質ではない。

今回採集された種数は 2007 年の調査に比べると

少ないが 6)、これは使用したドレッジのメッシュサ

イズが大きく、特に泥を含む海底堆積物では、体

サイズが小さい種を十分に採集できなかっためで

あろう。また、2007 年の調査において水深 8 ～

13 m で採集されたキサゴが今回は全く採集されな

かったが 6)、その理由については現時点では明らか

ではない。
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